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１．本稿の課題
イタリア統一150周年を 2 年後に控えた2009年10月、ローマの歴史的中心地区に「イタリア国立移民


























































向けのオンラインニュースレタ 「ーイタリアとのネットワーク（In rete con Italia）」の発信開始（2003年）
など、在外イタリア人やイタリアにルーツをもつ人々との接点を維持しようとする動きが相次いでいた4。













































タリア移民の起源統一前～ 1875、②大衆移民1876 ～ 1915、③ 2 つの大戦間の移民1916 ～ 1945、④



















































よる警官殺しへの抗議」が「 2 万人規模で発生」）、1893年 8 月のフランスのエーグモルトでのイタリア
人11名殺害（「フランス人の職を『盗む』」として「イタリア人への集団的暴力が発生」、「適正な裁判も
行われなかった」）、1896年 8 月、「スイス人の執拗な攻撃からイタリア人を逃がすため」、チューリッヒ





















































今なぜ国立移民博物館なのか ―― イタリアのナショナル・アイデンティティの現在（秦泉寺） 35
































































































5 ％であるのに対し、外国人生徒では43％、 2 年以上遅れている者も12％おり、さらに18歳時点では 1
年遅れている者はイタリア人生徒では18％、 2 年以上遅れている者は 8 ％であるのに対し、外国人生徒



































































3 Commissione Europea, 2009, EUROBAROMETER 71 Public Opinion in the European Unionより。欧州委員会HP参照（http://
ec.europa.eu/COMMFrontOffice/PublicOpinion/index.cfm/Survey/getSurveyDetail/instruments/STANDARD/yearFrom/1973/
surveyKy/829）。
























11 従来の労働移民とは異なったタイプの、留学の増加も含むいわゆる「頭脳流出（fuga di cervelli）」はイタリアでも1990年代以
降話題になっている。2014年には直近10年で初めて国外転出者が10万人（男性56％・女性44％／ 2013年は9.4万人）を超えた。
12 イタリアの移民政策に関しては別稿（秦泉寺 2010）で論じた。より長期的な視野からの検証に関しては（Einaudi 2007）参照。
13 MEIのカタログには、このコンテストが2009年に開催されたことに加え、 4 枚の写真に関し簡潔な説明が添えられている。
14 Commissione Europea, 2009, EUROBAROMETRO 71 Opinione pubblica nell’ Unione Europea: Rapporto Nazionale Italia より。
欧州委員会HP参照（http://ec.europa.eu/COMMFrontOffice/PublicOpinion/index.cfm/Survey/getSurveyDetail/）。
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